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1 .はむめに
現在の佐賀市の市街地は，有明海の湾奥部の広
大かっ平坦な沖積低平地に位霞し，近世初頭に堀
割とともに建設された!日城下回Iを中心として，ク
リークなどの水路をともなった周辺の田閤地域に
市街地が順次形成することで，ゆるやかに拡大し
てきた.
これまでの沖積低平地，特に有明海沿岸地域の
居住空間に関する研究は，歴史的な計画都市とも
いえる旧城下町を対象とした都市史的な研究1)や，
田臨地域の集落であるクリーク集務とその水環境
に関する研究2)を主に上げることができるが，他
方の!日城下町周辺において由関地域を改変するこ
とで形成した市街地について詳細に したもの
はない.
このような田臨地域に形成した市街地では，濯
j既や生活利用などとして張り巡らされていたかつ
てのクリーク締などを基本的に保持しつつ，儲々
に宅地化などがすすめられており，田園地域をい
わば再整備することでつくられた居住地と捉える
ことができる. したがって，このような居住地に
おいても低平地の特徴である水路網と居住とのか
かわりを少なからず認めうるのではないか，また，
ここでは|日城下町やクリーク集落とはある種こと
なった集住の仕組みを見いだすことができるので
はないかと考えることができる.
さらに，今日のこのような居住地では，クリー
クなどの水路を直接的に利用することが少ないた
めに，水環境に関する顕在化した問題などがある
わけで、はないが，低平地の風土的な要素ともいえ
るクリークは今後もありつづけるであろうことな
どから，ここでの生活環境の質的向上にはその意
味づけや活用が不可欠であろうと思われる.
以上の背景のもと，本稿では田問地域の特にク
リーク集落を市街fじすることで形成した居住地に
自し，その集住のあり方を考えるための空間的
な基礎資料を提示したい.そのために，まず佐賀
市の市街地北部のかつてはクリーク集落であった
高木瀬地区を調査対象地として取り上げ，既設研
究などをもとに佐賀市の市街地における位置づけ
を外観する.その上で， (1)当地底の市街化過程に
ついて，クリークや水路など(以下，クリークと
する)，道，及び，建物，の経年的な変容の実態、
を明らかにする.次いで， (2)かつてのクリークや
そこにあった集落の空間的な特性が，現在の居住
地特性にどのように関わっているのか，市街化過
桂や居住地形態に見い出すことのできる居住単位
に着目し，それらの空間特性を明らかにする.
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図 1 佐賀市の市街化過殺
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2.佐賀市の市街化と高木
瀬地区の位置
佐賀市の市街地拡大において，
本稿で対象とする高木瀬地区の
位置を図-1 3)にみる.明治期
の城壕で固まれた城内を中心と
した市街地は，江戸時代の城下
町の区域とさほど大きな違いは
なく，その周囲は基本的に田園
地域であった.1940年(昭和15
年)までに市街地はほぼ北側に
のみ拡大しており， 1965年(昭
和40年)までの市街地拡大もお
おむね北方向へと進展している.
調査対象地区を含む旧高木瀬村
は1944年(昭和29年3月)に佐
賀市と合併しているが， 1965年
(昭和40年)時点においてはい
まだクリーク集落などをとも
なった田園地域であったといえ
る. 1985年(昭和60年)までの
市街地の拡大は，これまでの北
方向に加え，南や東方向にも市
街地の進展がみとめられ，高木
瀬地区は既に市街地に取り込ま
れていることがわかる.
さらに1985年以降は，これま
でにはなかった比較的大規模な
土地区画整理事業が，市街地北
西部の鍋島地区，東部の兵庫地
区で実施され，田園地域を面的
に改変する計画市街地が新たに
加わることで現在に至っている.
このように佐賀市の市街地の
拡大は，城下町としての骨格を
もっ旧市街地を中心として，近
年に大規模な面的開発が一部に
あるものの，拡大した市街地の
大部分は既存の集落やクリーク
をともなった田園地域を取り込
みつつ行われてきたといえる.
以下では，このような田園地
域に形成した高木瀬地区の市街
化過程の実態をより詳細にみる
こととする.
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図-2 道路とクリ ーク (1952年)
図 4 道路とクリーク (1953-1971年)
図 6 道路とクリ クー (1972-1978年)
図-3 建物とクリーク(1952年)
図-5 建物とクリーク(1953-1971年)
図-7 建物とクリーク (1972-1978年
図-8 道路とクリーク (1979…1986年) 図-9 建物とクリーク(1979-1986年)
図-10 道路とクリーク (1987-1993年) 図-11 建物とクリーク (1987--1993:4三)
3.クリーク集落の市街化
過程
(1) 調査の方法
調査の対象地として，市街化
医域の北端部分に位置する現佐
賀市高木瀬町のうち，国道263
号，県道(鳥栖川久保線)に閉
まれる部分を取り上げる.
問題地域の市街化過程を捉え
るため，まず2，500分の l地形
関 (1993年修正，佐賀市作成)
を基礎資料として，そこにみら
れるクリーク，道路，及び住岩
などの主な建物を取り出した.
次いで、比較的縮尺が正確と考え
られた住宅地図(1971年， 1978 
年， 1986年， 1993年， 2001年，
およそ 7 年~8 年開隅)，及び
1952年の5，000分の l地形図を
資料とし，各年代の地図に記載
される情報と先の2，500分の l
地形図から取り出した情報を招
合した.これらの作業によりク
リークについてはほとんど変化
がないことから，各時期ごとに
新たに形成した道路及び建物に
ついて，それぞれクリークとと
もに図(図-2~図 -13) に表
示することとした.
なお，クリークや道路の IIJ~ ，
建物の規模などは必ずしも精度
が高いとはいえないが，それぞ
れの有無やその位置関係から市
街化の過程の概要を把握できる
ものと考えている.
(2) 既存のクリーク集落の特性
ここではまず，市街化する以
前の居住地の状況を1952年の図
-2及び毘-3から読みとるこ
ととする.中央部分はかつての
クリーク集落であり，次のよう
な空間的な特性を認めることが
できる.クリークで囲まれた宅
地や農地などをつなぐように曲
がりくねったおおむね環状の道
図 12 道路とクリーク (1994-2001年) 密-13 建物とクリーク (1994-2001年) があり， この道から枝分かれた
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道が部分的にみられる.建物はこのような道に対
応して，点在していることがわかる.また，居住
地部分のクリークは周間の農地部分よりもやや密
度が高く，曲がりくねったものが多い.そのため
宅地などのクリークで間まれた土地の単位は比較
的小さなものが多くなっており，一方の周辺(東
側や北側)の農地はクリークで閉まれた比較的整
形かっ規模の大きな土地が集まっている.
なお，クリーク集落周辺には，酋に間道，中央
東寄り及び南に県道などの道路が当時すでに形成
されており，これらに沿って建物が局所的に集ま
る部分がある.
(3) 道と建物及びクリークからみた市街化過韓
次に各年代に形成されてきた，道と建物に注目
し，市街化過殺を捉えることとする.
1953年から1971年(閲
-4， 5) において，
北側及び東側のクリー
クで回まれた比較的大
きな農地に，線形の道
および建物が密集した
街包型の居住地がつく
られていることがわか
る.北側は佐賀県など
による公的な住宅団地
開発，南側は民間企業
等によるものである.
一方，クリーク集落内
では，既存の道やそれ
から枝分かれした道に
沿って建物が点在して
いる.
1972年から1978年(随
一 6，7)において，
かつてのクリーク集落
近傍や周囲の農地に整
形道路および建物が小
規模なまとまりをもっ
ていくつもつくられて
いる.かつてのクリー
ク集落部については，
行き止まりの道がいく
つもつくられ，建物も
部分ごとに建て詰まっ
ていることカfわかる.
また， 1971年(昭和46
年)に当地鼠を含み市
/、、
}房型居住地タイプ、.
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街化区域が設定されるが，それに前後して急速に
宅地化が進められていることがわかる.
1979年から1986年(国-8， 9)において，残
されていた農地などに，引き続き部分ごとに行き
止まりの道とともに建物がつくられている.この
時期までに，かつてのクリーク集落や周辺の農地
の多くが宅地化されているといえる.
1987年から1993年(臨-10，11)においては，
宅地化の進展が徐々に緩やかになってきていると
いえるが，都市計画道路がかつてのクリーク集落
を横切ってつくられており，それに沿った比較的
大きな土地に建物がまとまってつくられている.
1994年から2001年(図-12，13)においては，
残されていた個々の残余地に建物がつくられてお
り，おおむね農地の宅地化が収束しつつあるとい
える.
〈、線型屑悦タイプ 。街間活住地タイプ
殴一14 府伎単位と居住地タイプ
1987即2001年に形成した滋・建物
図-15 房型居住地タイプ
図 16 線型蔚住友hタイプ
4.集落特性と形成過程かうみた居住単位
の実態
以上のように順次形成されてきた市街地は，か
つてのクリーク集落のもっていた道路やクリーク
に囲まれた土地の単位を恭本的に継承し，おおむ
ねそれら部分ごとにまとまりをもって宅地化など
がすすめられている.そのようなことが留一14で
示す個々の空間的な居住単位をつくりだし，それ
らの集積として市街地が成り立っていると捉える
ことカfできる.
このような居住単位には，かつての土地の形態
や新たにつくられた道路形状から，特徴的な3つ
の居住地タイプを見いだすことができる.すなわ
ち，房型居住地，線型居住地，街区型居住地であ
り，以下ではそれぞれの特徴を整理する.
(1) 房型居住地
かつてのクリーク集落内において，図-15に示
すようにクリークに囲まれた明確な形態的領域を
もっ居住単位である.これらはかつての宅地や農
地などに，一時期に宅地化が進んだもの(図-15
友)，もとからあった建物に加え，しだいに建物
図-17 街区jIi;!唐使地タイプ
が増えていったもの(図-15右)がある.かつて
の道に加え，建物にアプローチするための枝分か
れした道がいくつもつくられている.
(2) 線型居住地
かつてのクリーク集落内にあった曲がりくねっ
た道に沿ってできている居住単位で，ここでもお
おむね水路に囲まれた空間的な領域をみとめるこ
とができる(図一16). 
道路沿いの土地の形状に合わせて建物が並んで
おり，また，かつての道から枝道を延ばし，残余
地を埋めるように個々に建物が建て詰まっている.
(3) 街区型居住地
かつてのクリーク集落周辺を取り閤むように，
整形又は格子状の道路が配され，それに沿って整
然と建物がならぶ街区型の居住地である(留一17). 
前述した2タイプと比べて，街区型居住地は大規
模なものといえるが，かつてクリークで屈まれて
いた農地ごとに若干街区形態が異なり(留一14)， 
ここでもかつての土地の形態が一定の居住単位を
っくり出しているものと捉えることができる.
5網まとめ
(1) 佐賀市の市街地は|自城下町部分を中心として，
原田に順次拡大してきたが，その大部分は既存の
田圏地域などを取り込みながら進展したものとい
える.今回そのような事例として取り上げた高木
瀬地匿において，クリークの形態やそれらに閉ま
れた土地の形態はほとんど変化することがなく，
市街化区域が設定される昭和46年(1971)前後か
ら急速に進められた市街化過程の実態を明らかに
することができた.
(2) このような市街地では，クリーク集落の空間
低平地研究 NO.12 October 2003ー …-33
特性やその周囲のクリークで阻まれた土地の形態、
などに対応することで，現在の個々の居住単位が
つくられているといえるであろう.すなわち，ク
リーク等の継承されたかつての空間骨格が，新た
に市揚地が形成される際の空間的な基礎として用
いられていると考えることができる.
(3) このような賠住単位には，かつてのクリーク
集落部において，クリークで閉まれた土地につく
られた房型賠住地，集落の道に沿ってつられた線
型居住地，また，集落周囲の農地につくられてい
る街区型居住地と，かつての土地の形態に対応し
た異なる特徴をもっ居住単位を見いだすことがで
きる.
(4) 以上のように，ここでの市街地は小規模な居
住単位の集積として市街地が形成しているといえ，
特にクリーク集落部においては複数の小さな居住
単位の集積として，多様な変化のある空間をつく
りだしているものと捉えることができる.
今後は，居住単位ごとのより厳密な空間構成の
解明や，社会的な特性などを踏まえてより構造的
に居住特性を捉える必要がある.
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